
重点的な取り組み

１．元気なからだつくり隊グループ活動の支援

２．新しい「通いの場」の開所、円滑な支援

３．通所付添サポート事業

４．生活支援体制整備事業



１．元気なからだつくり隊
グループ活動支援



4月24日 通知（国の緊急事態宣言を受け、グループ活動

自粛の要請）

5月11日 通知（体操マイスター養成講座延期について）

5月15日 グループ登録者全員に宛て手紙を発送

6月 1日 通知（活動再開のお願いと再開に伴う注意点）

7月 1日 KIBIケーブルテレビと健康番組を作成

「10時の元気大作戦」として体操と健康情報を

毎日10時から放送

7月29日 通知（活動の実施についての留意点と

「10時の元気大作戦」放送の案内）

10月26日 講座（体操マイスター養成講座開催）

・その他 グループへアルコール、マスクの配布を実施

・体力測定の実施（14グループ（予定含む））

元気なからだつくり隊グループ活動の支援



資料①（グループ登録者全員に宛てた手紙など）

月日 体温 血圧 体調 今日の活動

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

/ ℃ ～
１．良い
２．まぁまぁ
３．ちょっとしんどい

１．体操
２．おしゃべり
３．散歩
４．（　　　　　　　　）

毎日の活動記録 コロナに負けるな！！みんなで乗り越えよう！！



資料②（グループ代表者宛て）



元気なからだつくり隊体操マイスター養成講座について

○講座の目的：元気なからだづくりを目標として活動している市内２１グループ

の登録者から体操マイスターを養成し、活動継続意欲の向上、

通いの場の増加につなげる。

○開 催 日：令和2年10月26日（月）

○参加人数 ：20人（令和元年度養成数17人 計37人（11グループ））

今年度は新型コロナウィルス感染症への不安がある中での開催となったため、感
染対策として、参加者の検温、会場の換気、参加者同士の距離の確保、全員のマ
スク着用、手指消毒を徹底して実施した。

養成講座の様子



２．新しい「通いの場」の開所
円滑な運営の支援



＊R2年10月1日木曜日
もくもく･DAY開所式

（巨瀬町）



＊百歳体操の様子



3. 通所付添サポート事業
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通所付添いサポート事業
・住民互助による【通所付添活動】の目的
自力で外出が難しくなった人が、地域との交わりが途絶えてしまわないように住民同士で支援していく

☆通所付添サポーター ２人１組
☆使用車両 社会福祉法人又は団体の車両
☆ボランティア活動 有償（運転手は無償）
☆利用者負担 有り

通いの場

定期的に介護予防活動を
行っている場

＊元気なからだつくり隊グループ活動
認知症カフェ・ロコモ予防体操等

二人一組のボランティア
付添者（有償）・運転者（無償）

２人
１組

運営準備・運行計画
誘い出し・携帯品確
認・乗降介助・会場
まで付添

運行用車両
保険加入のため 要登
録

乗降介助
自宅玄関まで付添

利用料：付添いに対する単価

岡山県通所付添
サポーター養成講習

通所付添サポーター



通所付添サポーター養成講習
受講修了者
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令和２年度 通所付添サポート事業

13

１．「巨瀬町通いの場２０２０」巨瀬町
令和２年９月１７日よりスタート

１０月 １日出発式
通いの場「巨瀬町もくもく･ＤＡＹ」

２．「かわかみお出かけ隊」川上町
令和２年１０月１７日よりスタート
通いの場「認知症カフェ かわかみ茶坊」

３．「あいあいサポート隊」落合町
令和２年１０月２０日よりスタート
通いの場「落合町ミニデイサービス」





通所付添サポート事業利用者
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通所付添サポート事業利用者状況

巨瀬 落合 川上

巨瀬：週１回
※11月～休止中

落合：月１回
◎10月開始

川上：月１回
◎10月開始



4．生活支援体制整備事業



事業の目的

地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組
みの一環として「高齢者が住み慣れた地域で
自分らしく暮らす」ための環境整備を促進し、
地域特性に応じた活動の展開を図る。

市内の状況

・第2層協議体 14協議体

・生活支援コーディネーター

第1層 １名(兼任）

第2層 ３名(専任）４名(兼任）



•令和2年度の目標

第２層協議体の活性化

生活支援コーディネーターが中心とな
り、地域住民とともに地域の課題を掘り
起こし、対策を考える。

•既存の会議の活用

•生活支援検討ミーティングの活用



住民主体

生活支援コーディネータが、地域の実

態を把握し、より多くの情報を地域に

提供。地域の実態に あった活動を推進



令和２年度の活動
小地域福祉活動の支援

計画の策定

（課題と対策）

コミュニティカフェ
の開催

出張カフェ
の開催

認知症サポーター

養成講座の開催

通所付添サポート事
業の実施・検討

友愛訪問の実施

（コロナ禍）



来年度に向けて

・コロナ禍の中でも、活動を停滞させないよう、支援

すること。

・マンパワー不足を実感。

⇒ 第１層（市）とともに、人材の掘り起こし。

ボランティアを養成し、有償で活躍できる仕組み

を構築する。

・地域差はあるが、地域力を引き出す支援を行う。

（通所付添サポーター、通いの場他）


